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1. Albumin permeability across endothelial cell 

monolayer exposed to reactive oxygen intermedi-

ates: Involvement of reversible functional alteration 

of the cell membrane CaH channels 

（活性酸素種曝露による血管内皮細胞単層膜のアル

ブミン透過性：細胞膜カルシウムチャネルの可逆的

な機能変化）

佐 伯 昇（麻酔・蘇生学）

活性酸素種による肺動脈血管内皮細胞のアルブミン

の透過性充進における， SH基の redoxstateを介した

[Ca2+]i制御の影響を検討した。

透過性の評価は， filter上で単層膜を形成した肺動

脈血管内皮細胞を介したアルブミンの透過量の測定に

より行った。［Ca2+]iはfura2を用いて測定し，活性酸

素種は xanthine/xanthineoxidase (X/XO）により発生

させた。

XIXOは細胞を障害することなく［Ca2+]i上昇とアル

ブミンの透過性克進を惹起したが，これらは XIXO除

去後も持続した。しかし細胞内 Cachelatorや Ca

channel blocker (Ni2＋）で［Ca2+]i上昇を抑制すると透

過性は充進しなかった。 X/XO除去後も持続する

[Ca2+]i上昇は Ni2＋により抑制されたが， Ni2＋を除去

すると再上昇し，アルブミン透過性は抑制されなかっ

た。しかし， Ni2＋の代わりに SH還元薬を用いると，

上昇した［Ca2+]iが回復し，アルブミン透過性充進も

抑制された。

活性酸素種によるアルブミン透過性充進には血管内

皮細胞膜の Cachannelsを介した持続的な Ca2＋流入

が関与し，［Ca2+]iの上昇とアルブミンの透過性の変

化には SH基の redoxstateの変化が関与する。

2. Epileptic seizures induced by N-acetyl-L-aspar-

tate (NAA) in rats: in vivo and in vitro studies 

(N・アセチルアスパラギン酸により誘発されるラッ

トのてんかん発作：インビボ及びインビト口におけ

る研究）

秋光知英（脳神経外科学）
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N－アセチルアスパラギン酸 CNAA）は神経細胞内に

多量に存在し aspartoacylaseにより代謝される。突然

変異体の tremorr瓜は aspartoacylaseを欠失しており

NAAの脳内蓄積が認められ，欠神様発作，けいれん

発作が観察される。そこで， NAAがてんかん発作の

原因物質か否かを検討した。 NAAを正常成熟ウイス

ターラット脳室内に投与すると脳波上，赫波と赫徐波

複合が認められ，欠神様発作及びけいれん発作が誘発

された。また，脳室内に投与した NAAは用量依存性

に発作誘発率を増加させ，けいれん重積発作への移行

率も増加させた。この作用は非選択的グルタミン酸レ

セプター遮断剤により措抗された。 Tremorratにおい

ても低用量の NAAで同様の発作が誘発され，また，

正常ラット海馬スライス標本において NAAはCA3錐

体ニューロンに頻回発射を伴う脱分極を惹起した。以

上から NAAはグルタミン酸レセプタ｝を介し，てん

かん発作を誘発する物質であると考えられた。

3. Studies on diffusion-weighted imaging and appar-

ent diffusion coefficient in patients with mitochondri-

al myopathy, encephalopathy, lactic acidosis, and 

stroke-like episodes (MELAS) and progressive 

supranuclear palsy 

（ミトコンドリア脳筋症・乳酸アシドーシス・脳卒

中様症候群（MELAS）および進行性核上性麻樺患者

における拡散強調画像・拡散係数の研究）

大 下 智 彦 （ 内 科 学 第 三）

【目的】ミトコンドリア脳筋症・乳酸アシドーシ

ス・脳卒中様症候群（MELAS〕患者の脳卒中様病変と

進行性核上性麻埠患者（PSP）の大脳白質の拡散状態

をMRI拡散強調画像（DWI）および拡散係数（ADC）を

用いて検討した。

【方法】 1)MELAS患者2名の発作前後で経時的

にDWIを撮像し，脳卒中様病変の ADCを経時的に測

定した。 2)PSP患者と健常者5名の T2強調 ・DWI

を撮像し，大脳白質4領域の ADCとT2信号値を測

定した。

【結果） 1) MELASの脳卒中様病変は DWI上高信

号を示し， ADCは発症早期から著明に上昇した。 2)


